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要旨：ケースコントロール研究によるインフルエンザワクチンの有効率の報告は複数あるが，そ
の有効率は明確になっていない。また，全例観察によるインフルエンザワクチンの有効率算出の
報告はない。本研究は一貫教育校の小中学生2964人を対象に，2014/2015シーズンのインフルエ
ンザ流行状況，ワクチン接種率および有効率について検討した全例観察研究である。
　調査の結果，2014/2015シーズンの一貫教育校におけるインフルエンザ罹患率は，小学生
22.1％，中学生23.1％であった。インフルエンザワクチン接種率は，学年が上がるにつれて低
下傾向を認めた（小学生79.1％，中学生63.0％）。一貫教育校の小学生におけるワクチン有効
率は24.8%，ワクチン未接種群の罹患率25.4％に対し，ワクチン接種群は21.0%と低下した

（P=0.132）。小学校低学年のワクチン有効率は39.3％，高学年は-6.3％であった。一貫教育校の
中学生におけるワクチン有効率は29.1%，ワクチン未接種群の罹患率27.1％に対し，ワクチン接
種群は20.9%と低下した（P=0.002）。
　本研究で得られた知見から，一貫教育校の小中学生におけるインフルエンザワクチン接種は有
効であると考える。特に小学校低学年にワクチン接種は有効である。また中学生はワクチン接種
率を上げることで，その有効率もさらに上昇する可能性がある。
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はじめに
インフルエンザの流行は毎年，成人の 5 -10％ 

が，小児では20-30%が罹患し，全世界で年間
25-50万人のインフルエンザによる死亡がある
と推計されている 1 ）。そのため，世界保健機関
はインフルエンザ対策としてワクチン接種を推奨
している 2 ）。今まで，インフルエンザワクチン
有効率の算出にはケースコントロール研究が用
いられてきたが，それぞれの研究でばらつきが
ありワクチン有効率は明確になっていない 3 ）。
また，全例観察を用いてインフルエンザワクチ
ン有効率を算出した研究は今までにない。

本研究では，全例観察を用いた一貫教育校の
小中学生を対象に，2014/2015シーズンのイン
フルエンザ流行状況，インフルエンザワクチン
接種率および有効率について検討した。

対象と方法
対象は，2014年度の学校法人Kの一貫教育校

の小中学校（小学校 2 校，中学校 3 校）の生徒
2964人（小学生1043人，中学生1921人）である。
学校所在地は東京都，神奈川県であるが，生徒

は関東の広域から通学している。
方法は，まず全生徒2964人のインフルエン

ザワクチン接種歴について記名式アンケートを
用いて調査した。さらに，2014/2015シーズン

（2014年 4 月～2015年 3 月）に罹患した児を対
象に，登校を再開する初日に診療を受けた医療
機関からの「学校感染症登校許可書」の提出を
求め，記名式アンケートを行った。「学校感染
症登校許可書」とアンケートから，インフルエ
ンザ罹患日，インフルエンザ抗原迅速キットの
結果，インフルエンザワクチン接種歴について
調査した。これらの調査内容から，インフルエ
ンザ罹患率，インフルエンザワクチン接種率お
よび有効率を算出した。なお，インフルエンザ
型不明例，臨床的にインフルエンザと診断され
た例は除外した。統計学的解析はSPSS 23.0を
用い，χ2 検定を行った。P<0.05を統計学的有
意とした。

結果
一貫教育校小中学校における流行状況，ワク

チン接種率および有効率を表 1 a-dに示す。

表1 a　一貫教育校におけるインフルエンザ流行状況（2014/15）

学　校（生徒数） インフルエンザA罹患者数
（A罹患者数の割合）

インフルエンザB罹患者数
（B罹患者数の割合）

計
（人）

罹患率
（%）

小学校（1043人） 222
（96%）

8
（4%） 230 22.0

中学校（1921人） 441
（99%）

3
（1%） 444 23.1

表1 b　一貫教育校におけるワクチン接種率および有効率

学　年 ワクチン接種率（％）
ワクチン有効率（％）

有意確立
各学年別 95%信頼区間 低高学年別

小学校

1
2
3
4
5
6
計

84.6
84.2
81.0
81.4
61.2
82.3
79.1

32.0
39.8
46.0

-35.8
7.2
9.6

24.8

-37.5 ～ 66.4
-31.3 ～ 72.4
-34.8 ～ 78.4

-402.7 ～ 63.3
-118.3 ～ 60.6
-117.2 ～ 62.4

-6.7 ～ 47.0

低学年
39.3％

P=0.132

高学年
-6.3％

中学校

1
2
3
計

64.5
62.6
62.0
63.0

31.4
30.5
24.4
29.1

0.7 ～ 52.7
1.2 ～ 51.1

-13.0 ～ 49.4
12.2 ～ 42.8 P=0.002
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表1 c　小学校におけるワクチン未接種群と接種群のインフルエンザ罹患率

学　年
インフルエンザ感染

合　計
なし あり

1

ワクチン
接種

なし 人数
％

27
64.3％

15
35.7％

42
100.0％

あり 人数
％

143
72.6％

54
27.4％

197
100.0％

合　計 人数
％

170
71.1％

69
28.9％

239
100.0％

2

ワクチン
接種

なし 人数
％

30
73.2％

11
26.8％

41
100.0％

あり 人数
％

163
81.9％

36
18.1％

199
100.0％

合　計 人数
％

193
80.4％

47
19.6％

240
100.0％

3

ワクチン
接種

なし 人数
％

19
67.9％

9
32.1％

28
100.0％

あり 人数
％

90
79.6％

23
20.4％

113
100.0％

合　計 人数
％

109
77.3％

32
22.7％

141
100.0％

4

ワクチン
接種

なし 人数
％

23
88.5％

3
11.5％

26
100.0％

あり 人数
％

96
85.0％

17
15.0％

113
100.0％

合　計 人数
％

119
85.6％

20
14.4％

139
100.0％

5

ワクチン
接種

なし 人数
％

44
80.0％

11
20.0％

55
100.0％

あり 人数
％

69
81.2％

16
18.8％

85
100.0％

合　計 人数
％

113
80.7％

27
19.3％

140
100.0％

6

ワクチン
接種

なし 人数
％

27
75.0％

9
25.0％

36
100.0％

あり 人数
％

83
76.9％

25
23.1％

108
100.0％

合　計 人数
％

110
76.4％

34
23.6％

144
100.0％

合　計

ワクチン
接種

なし 人数
％

170
74.6％

58
25.4％

228
100.0％

あり 人数
％

644
79.0％

171
21.0％

815
100.0％

合　計 人数
％

814
78.0％

229
22.0％

1043
100.0％

表1 d　中学校におけるワクチン未接種群と接種群のインフルエンザ罹患率

学　年
インフルエンザ感染

合　計
なし あり

1

ワクチン
接種

なし 人数
％

171
72.2%

66
27.8%

237
100.0%

あり 人数
％

325
79.1%

86
20.9%

411
100.0%

合　計 人数
％

496
76.5%

152
23.5%

648
100.0%

2

ワクチン
接種

なし 人数
％

172
68.3%

80
31.7%

252
100.0%

あり 人数
％

294
75.6%

95
24.4%

389
100.0%

合　計 人数
％

466
72.7%

175
27.3%

641
100.0%

3

ワクチン
接種

なし 人数
％

191
78.3%

53
21.7%

244
100.0%

あり 人数
％

324
82.7%

68
17.3%

392
100.0%

合　計 人数
％

515
81.0%

121
19.0%

636
100.0%

合　計

ワクチン
接種

なし 人数
％

534
72.9%

199
27.1%

733
100.0%

あり 人数
％

943
79.1%

249
20.9%

1192
100.0%

合　計 人数
％

1477
76.7%

448
23.3%

1925
100.0%
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2014/2015シーズンの日本全国の流行株とワ
クチン株については表 2 に示す。

2014/2015シーズンの一貫教育校における
インフルエンザ罹患率は小学生22.0％，中学生
23.1％であった（表 1 a）。インフルエンザワク
チン接種率は，学年が上がるにつれて低下傾向
を認めている（表 1 b）。一貫教育校の小学生に
おけるワクチン有効率は24.8%（95%信頼区間
CI：-9.6～44.7）であった（表 1 b）。ワクチン
未接種群の罹患率25.4％に対し，ワクチン接種
群の罹患率は21.0%と低下したが，統計学的有
意差はなかった（P=0.132）（表 1 c）。一貫教
育校の中学生におけるワクチン有効率は29.1%

（95%CI：12.2～42.8）であった（表 1 b）。ワ
クチン未接種群の罹患率27.1％に対し，ワクチ
ン接種群の罹患率は20.9%と低下し，統計学的
有意差を認めた（P=0.002）（表 1 d）。小学生
を低学年と高学年に分けると，低学年でのワク
チン有効率が高学年に比べ，有意に高かった

（39.3％ vs -6.3%）（表 1 b）。

考察
本研究は，全例観察を用いて一貫教育校の小

中学生を対象に，2014/2015シーズンのインフ
ルエンザ流行状況，ワクチン接種率および有効
率について検討した。一貫教育校の小中学校に
おけるインフルエンザ罹患率は小学生22.1％，
中学生23.1％であり，世界の罹患率の報告範囲
内（20-30％）であった。

インフルエンザワクチン有効率については，

一貫教育校では，小学生24.8%（95%CI：-9.6
～44.7），中学生29.1%（95%CI：12.2～42.8）
であった。日本と同様のA/H3 N2 が流行した
米国では，6 か月–17歳におけるワクチン有効
率は，26%（95%CI：2 %～45%）と報告され
ている。この結果を受け，CDCはワクチン接
種は有効であると判断し，接種を推奨してい
る 4 ）。本研究の成績は米国の結果と合致するも
のであり，一貫教育校の小中学校のインフルエ
ンザワクチン接種は有効であると考える。特に
小学校低学年のワクチン有効率は，高学年の有
効率に比べ有意に高かったことから，小学校低
学年でのワクチン接種はより有効であると考え
る。

一貫校小中学校のインフルエンザワクチン接
種率は，学年が上がるにつれて低下傾向を認め
ている。全中学生の接種率は小学生と比べ低い
結果（63.0% vs 79.1%）にも関わらず，中学生
のワクチン有効率は小学生を上回った（29.1％ 
vs 24.8％）。このことから，中学生のワクチン
接種率を上げることで，有効率がさらに上昇す
る可能性があると考える。

今回算出した一貫教育校小中学校のインフル
エンザワクチン有効率を一般化させるには，バ
イアスを考慮した検討を行うなど，さらなる検
討が必要であると考える。

結語
本研究では，一貫教育校の小中学生の2014/ 

2015シーズンのインフルエンザ流行状況，ワク

表2　インフルエンザウイルスの流行株とワクチン株　（国立感染症情報センター報告）

シーズン 2014/2015

流行株

A型
A/H1N1
A/H3N2
A/H1N1pdm

―
85%
 1%

B型 14%
山形系統　　　　90%

ビクトリア系統　10%

ワクチン株
A型 A/カルフォルニア/7/2009（H1N1pdm）

A/New York/39/2012（H3N2）

B型 B/Massachusetts/2/2012（山形系統）
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チン接種率および有効率について明らかにした。
本研究で得られた知見から，一貫教育校の小

中学生におけるインフルエンザワクチン接種は
有効であると考える。特に小学校低学年にワク
チン接種は有効である。また中学生はワクチン
接種率を上げることで，その有効率もさらに上
昇する可能性がある。
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